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 去る６⽉２１（土） ２２（⽇）に、 グランドプリンスホテル広島 で開催された 「⼥性のつどい」 に、ＫＢＣ映像労組から 
 2名で参加してきましたので、報告します。 
  

21⽇（土）の１０：３０に博多を出発して、約1時間。 新幹線であっという間に広島駅に到着しました。 

ホテルでは、⽩いシャツに⻩⾊いバンダナの実⾏委員さんが大勢で出迎えてくれました。 
実は、広島駅でも、「⼥性のつどい」はコチラ という看板を持って⽴っている実⾏委員の⽅に出会って 
いたのです。 
  
資料を⼿に、会場へ⼊るとホントに⼥性ばかり。当然ですが。 
  
まずは、大会開催の挨拶があり、続いてＦＭ８０２労組と⽇本テレビ労組の現状報告もありました。 
ＦＭ８０２労組では、15年にもわたって闘い続け、社員化を勝ち取ったこと、 
⽇本テレビ労組では、労働時間を会社が変えようとしている事など。 
  
次に、平和記念講演「はだしのゲンと私」と題して、中沢啓治さん 
（1939年広島県広島市⾈⼊本町⽣まれ、６９歳）が自⾝の被爆体験を 
赤裸々に語って下さいました。 
 
原爆投下後、大⽕傷を負った⼈々に⽔を与えた途端、⽔を飲めた安堵感から⽣命の糸がプツンと切れて数秒で 
死んでしまったという話や、被爆した⺟親が亡くなり、⽕葬した後、⾝体のどの骨も拾うことができなかった時に初めて、 
中沢さんは原爆に憤りを覚え、後に、原爆をテーマにした作品を描くことにしたという話など、 
自分の目の前で起こった事のようにリアルに感じられました。 
中沢さんの⽗親が 「この戦争は間違いだ」 と⾔い続けた為、非国⺠、思想犯として1年半ほど拘留され、 
拘置所では⾷事から塩分を抜かれて、開放された時には、茶碗を持つことすら出来ない酷い状態だったとか。 
戦争は突然起こるのではなく、だんだんと知らぬ間にそういう体制が浸透してきて、流れの中で戦争へ向かっていくのだ 
ということ、「皆で、目を⾒張って、戦争の流れを⽌めようという意識をもっていてほしい」という⾔葉を聞き、 
「平和であることがどんなに有難いことか」、「戦争の恐ろしさ」など、私は無関⼼になりつつあるのでは...と、思うと、 
ゾッとしました。 
  
  
 それから、６つの分科会が⾏われました。 
 ① 聞いてみようや！ 放送の「いま」と「これから」〜放送を取り巻く環境〜   
    講師：大場洋⼠さん（⺠放労連副委員⻑・テレビ朝⽇労組） 
 ② 知って・語って・考えようや！ いきいきと働き続けるためには、どうしたらいい？   
    講師：野崎清さん（「放送と⼥性ネットワーク in 関⻄」世話⼈） 
 ③ 歩いてみようや！平和公園 〜語り部とともに〜   
    語り部：宇根利枝さん 
 ④ やってみようや！今すぐに！ 〜CO2削減って、こんなに簡単だったの？〜   
    講師：藤野完⼆さん（グリーンコンシューマーひろしま代表） 
 ⑤ 検証してみようや！ なぜ起きるのか？偽装表⽰ 〜消費者共犯説〜   
    講師：⽮野泉さん（広島大学大学院 ⽣物圏科学研究所 准教授） 
 ⑥ 今⽇からはじめようや！ 撃退法 〜ストレス病にならないために〜   
    講師：⻑井敏弘さん（みなみストレス内科クリニック 院⻑） 
  
 



私は⑥に参加しました。 
分かりやすい説明とレジメで、自分を分析できたり、他の⼈がどんな事で悩んでいるのか、どんな解決法があるのかを知ることも
でき、有意義な時間を過ごせました。 
  
 溜まったストレスを吐き出すには・・・ 
  １．週に２〜３回は運動をして汗をかく 
  ２．仕事とプライベートを分ける 
  ３．睡眠時間を⼗分とる 
  ４．夢中になれる趣味を持つ！ （仕事と関係のない、習い事など） 
  
 これらがポイントだそうです＾＾ 
  
特に、講義後、講師に質問する中で出てきた、 
ストレス病から復帰した⼈との職場での接し⽅や、中学⽣くらいのお⼦さんを持つお⺟さんの悩みなどは、参考になりました。 
  
  
そして、楽しみにしていた交流会では、分科会の報告と、クイズ大会も⾏われ、 
全国各地から寄せられた、つどいへのお土産を賞品として 
皆で楽しみながら、ご当地広島ならではの問題に頭をひねっておりましたが、 
同じテーブルの地元の⽅に思わず頼ってしまいました。 
１テーブルに９⼈ほどが座り、広島を始め、佐賀、⾼知の⽅々とも名刺交換を 
してみました。 
  
  
  

 
２２⽇（⽇） は、映画監督 佐々部清さん（１９５８年、⼭⼝県下関市⽣まれ） 

の記念講演 「夢中になれることへの感謝 今、夢中になっていますか？」 
で始まりました。 
佐々部さんは、１８年間助監督を務め、監督になったそうです。 
ＴＶで⾔うと、助監督はＡＤさんのようなものですが、佐々部さんは「如何にして俳優さん達を気持ちよくカメラの前に 
⽴たせるか」を常に考えるそうです。 
映画の世界では、演出部と制作部とに分かれていて、演出部は 「キャストの⺟」、 制作部は 「スタッフの⺟」と呼ばれたり、 
演出部は「フレームの中に責任を持て」、 制作部は「フレームの外に責任を持て」 と、よく⾔われるのだとか。 
それぞれの役割を分担し、⼀つの映画を皆で⼀丸となって作り上げていく姿勢、真剣さは、並大抵のものではないと想像します。 
 ⼀瞬でも夢中になっていれば、それが画⾯を通して、⾒ている⼈に伝わるのではないか と佐々部さんは⾔います。 
「何を撮るかではなく、何の為に撮るか」とは、映画 『ホタル』 に出演した⾼倉健⽒の⾔葉。 
  
佐々部さんはＴＶの仕事にも関わった経験からか、ＴＶもよくご覧になっていて、いくつか苦⾔も呈されました。 
特に、最近の番組開始時間がズルい、しかも、皆が真似をしている（たとえば、１９：５６〜など）、 
   ＣＭへの⼊り⽅や明け⽅（⻑く間を取り引っ張った挙句、また同じ シーンから再開）、 
   スタッフロールが速くて殆ど読めない など、 
私達も苦笑してしまうような、チクっと刺されるような感覚でお話を聞きました。 
スタッフロールについては、佐々部さんは、「本当にスタッフの事を思って流しているのかわからない」と⼀⾔。 
ローカル局では、そこまで酷くはないと私は思うけれど、よろしくない所までキー局を真似しないようにしたいです。 
  



佐々部さんは、とにかく、仕事に夢中になっていろんな作品を⽣み出して来られました。 
『陽はまた昇る』 『チルソクの夏』 『半落ち』 『四⽇間の奇蹟』 『カーテンコール』 『⼣凪の街 桜の国』（ロケ地：広島） 
など。 
ご自⾝のお⺟さんに⾒せたい（⾒せられる）映画を作り続けているそうです。  
夢中になることを許してくれる家族に感謝しながら。 
最新作 『三本⽊農業⾼校、⾺術部』 にも注目です。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
今回、大きなつどいに初めて参加して、普段はお会いできない地⽅の⽅とも触れ合うことができた事は、貴重な体験でした。 
また機会があれば、⼥性のつどいに限らず参加したいと思っています。 
つどいでは、ＫＢＣ労組の⽅々にもお世話になりました。 
快く、送り出してくれたＫＢＣ映像労組に感謝。 
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